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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ 走 行 す る 電 気 自 動 車 に 設 け ら れ 、 該 電 気 自 動 車 が
と き に 、 ア ク セ ル 開 度 決 定 さ れ る 前 記 モ ー タ の 目 標 ト ル ク が 所 定 値 を 越 え た 場 合
に 、 前 記 モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク を 前 記 所 定 値 に す る 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 電 気 自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 モ ー タ の 回 転 方 向 お よ び 回 転 数 に 基 づ い て 、 前 記 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 に よ る ト ル ク

が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 所 定 値 は 、 前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 停 止 保 持 可 能 １ の ト ル
ク 値 で あ り 、
前 記 目 標 ト ル ク が 、 前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 登 坂 開 始 可 能 ２ の
ト ル ク 値 以 上 に な っ た 場 合 に 、 前 記 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 に よ る ト ル ク 解 除 こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 気 自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ 走 行 す る 電 気 自 動 車 に 設 け ら れ 、 該 電 気 自 動 車 が
と き に 、
ア ク セ ル 開 度 決 定 さ れ る 前 記 モ ー タ の 目 標 ト ル ク と 、
前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 停 止 保 持 可 能 １ の ト ル ク 値 と 、
前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 登 坂 開 始 可 能 ２ の ト ル ク 値 と 、
前 記 電 気 自 動 車 の ブ レ ー キ 作 動 時 に 発 生 可 能 ３ の ト ル ク 値 と 、
を 比 較 し 、 前 記 目 標 ト ル ク が 前 記 第 １ の ト ル ク 値 を 越 え て か ら 第 ２ の ト ル ク 値 に 達 す る ま
で は 前 記 モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク を 前 記 第 １ の ト ル ク 値 に し 、 前 記 目 標 ト ル ク が 前
記 第 ３ の ト ル ク 値 以 上 に な っ て か ら 前 記 ブ レ ー キ の 作 動 が 解 除 さ れ る ま で は 前 記 モ ー タ に
対 す る 指 令 ト ル ク を 前 記 第 ３ の ト ル ク 値 に す る 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 電 気 自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 目 標 ト ル ク が 前 記 第 ３ の ト ル ク 値 以 上 に な っ て か ら 所 定 時 間 が 経 過 し た 場 合 は 、 前 記
モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク を 前 記 第 １ の ト ル ク 値 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に
記 載 の 電 気 自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 。
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【 請 求 項 ６ 】
前 記 モ ー タ は 燃 料 電 池 か ら の 電 力 に よ っ て 駆 動 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項
５ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 モ ー タ （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施
の 形 態 に お け る モ ー タ １ ） に よ っ て 駆 動 さ れ 走 行 す る 電 気 自 動 車 に 設 け ら れ 、 該 電 気 自 動
車 が と き に 、 ア ク セ ル 開 度 決 定 さ れ る 前 記 モ ー タ の 目 標 ト ル ク （
例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ２ ） ） が 所 定 値 （
例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｌ ） を 越
え た 場 合 に 、 前 記 モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る タ ー
ゲ ッ ト ト ル ク ３ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ３ ） ） を 前 記 所 定 値 に す る 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 （ 例 え ば
、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 ２ ３ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 気
自 動 車 の モ ー タ ト ル ク 制 御 装 置 で あ る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 坂 道 発 進 時 に 、 モ ー タ や こ れ を 駆 動 す る パ ワ ー ド ラ イ ブ
ユ ニ ッ ト が 過 熱 す る の を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 モ ー タ の 回 転 方 向 お よ
び 回 転 数 に 基 づ い て 、 前 記 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 に よ る ト ル ク が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 ス ト ー ル 状 態 か 否 か の 判 別 が 確 実 に で き 、 ス ト ー ル 状 態
の 時 だ け に 限 定 し て ト ル ク を 実 行 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 所 定 値
は 、 前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 停 止 保 持 可 能 １ の ト ル ク 値 （ 例 え
ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｌ ） で あ り 、
前 記 目 標 ト ル ク が 、 前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 登 坂 開 始 可 能 ２ の
ト ル ク 値 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 最 大 勾 配 登 坂 開 始 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ
） 以 上 に な っ た 場 合 に 、 前 記 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 に よ る ト ル ク 解 除 こ と を 特 徴
と す る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 モ ー タ や こ れ を 駆 動 す る パ ワ ー ド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト が 過 熱
す る の を 防 止 し つ つ 、 ス ム ー ズ に 坂 道 発 進 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ４ に 記 載 し た 発 明 は 、 モ ー タ （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る モ ー タ １ ） に
よ っ て 駆 動 さ れ 走 行 す る 電 気 自 動 車 に 設 け ら れ 、 該 電 気 自 動 車 が と き に 、
ア ク セ ル 開 度 決 定 さ れ る 前 記 モ ー タ の 目 標 ト ル ク （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態
に お け る タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ２ ） ） と 、 前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾
配 に お い て 停 止 保 持 可 能 １ の ト ル ク 値 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 最 大 勾
配 登 坂 開 始 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ ） と 、 前 記 電 気 自 動 車 が 登 坂 可 能 な 最 大 勾 配 に お い て 登
坂 開 始 可 能 ２ の ト ル ク 値 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る 最 大 勾 配 登 坂 開 始 ト
ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ ） と 、 前 記 電 気 自 動 車 の ブ レ ー キ 作 動 時 に 発 生 可 能 ３ の ト ル ク 値
（ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る ブ レ ー キ 時 許 容 最 大 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｂ Ｒ Ｋ ）
と 、 を 比 較 し 、 前 記 目 標 ト ル ク が 前 記 第 １ の ト ル ク 値 を 越 え て か ら 第 ２ の ト ル ク 値 に 達 す
る ま で は 前 記 モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク （ 例 え ば 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に お け る タ ー ゲ ッ
ト ト ル ク ３ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ３ ） ） を 前 記 第 １ の ト ル ク 値 に し 、 前 記 目 標 ト ル ク が 前 記 第
３ の ト ル ク 値 以 上 に な っ て か ら 前 記 ブ レ ー キ の 作 動 が 解 除 さ れ る ま で は 前 記 モ ー タ に 対 す
る 指 令 ト ル ク を 前 記 第 ３ の ト ル ク 値 に す る 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 （ 例 え ば 、 後 述 す る 実
施 の 形 態 に お け る 目 標 ト ル ク 補 正 手 段 ２ ３ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 気 自 動 車 の モ ー
タ ト ル ク 制 御 装 置 で あ る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 目 標 ト ル ク が 第 １ の ト ル ク 値 か ら 第 ２ の ト ル ク 値 の 間 に
あ る 場 合 に は モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク が 第 １ の ト ル ク 値 に さ れ 、 目 標 ト ル ク が 第 ３
の ト ル ク 値 を 越 え て ブ レ ー キ が 解 除 さ れ る ま で は モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク が 第 ３ の ト ル
ク 値 に さ れ る の で 、 坂 道 発 進 時 に 、 モ ー タ や こ れ を 駆 動 す る パ ワ ー ド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト
が 過 熱 す る の を 防 止 す る こ と が 可 能 に な り 、 ま た 、 ブ レ ー キ が 解 除 さ れ た 後 、 ス ム ー ズ に
坂 道 発 進 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ５ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 目 標 ト ル ク が 前 記 第 ３
の ト ル ク 値 以 上 に な っ て か ら 所 定 時 間 が 経 過 し た 場 合 は 、 前 記 モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク
を 前 記 第 １ の ト ル ク 値 に す る こ と を 特 徴 と す る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 長 時 間 に 亘 る 第 ３ の ト ル ク 値 で の モ ー タ 駆 動 に よ る モ ー
タ や パ ワ ー ド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト の 過 熱 を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ６ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前
記 モ ー タ は 燃 料 電 池 か ら の 電 力 に よ っ て 駆 動 こ と を 特 徴 と す る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 パ ワ ー ド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト の 小 型 化 に よ り 燃 料 電 池 自 動 車
へ の 搭 載 性 が 向 上 す る と と も に 、 坂 道 発 進 時 に お け る 電 力 消 費 を 抑 え る こ と が 可 能 に な る
。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３

(3) JP 2003-199205 A5 2004.9.9

ス ト ー ル 状 態 の
に 基 づ き

な 第

な 第
な 第

補 正

補 正

補 正

補 正

補 正

す る



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 ブ レ ー キ ・ ア ク セ ル 踏 み 替 え 発 進 の 場 合 に は 、 タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ
Ｍ Ａ Ｐ ２ ） が 、 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｌ か ら 最 大 勾 配 登 坂 開 始 ト ル ク
値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ に あ る 間 は 、 モ ー タ １ に 対 す る 指 令 ト ル ク を 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク
値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｌ に し て い る の で 、 こ の 間 に モ ー タ １ や イ ン バ ー タ ４ な ど が 過 熱 す る の
を 防 止 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ２ ） が 最 大 勾 配 登 坂 開
始 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ 以 上 に な っ た 時 に ト ル ク を 解 除 す る の で 、 そ の 後 、 車 両 は ス
ム ー ズ に 坂 道 発 進 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 の よ う に 、 ブ レ ー キ ・ ア ク セ ル 両 踏 み 発 進 の 場 合 に も 、 タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ Ｍ
Ａ Ｐ ２ ） が 、 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｌ か ら 最 大 勾 配 登 坂 開 始 ト ル ク 値
＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ に あ る 間 は 、 モ ー タ １ に 対 す る 指 令 ト ル ク を 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク 値
＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｌ に し て い る の で 、 こ の 間 に モ ー タ １ や イ ン バ ー タ ４ な ど が 過 熱 す る の を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ２ ） が 最 大 勾 配 登 坂 開 始 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｈ
以 上 に な っ た 時 に ト ル ク を 一 旦 解 除 し 、 そ の 後 、 タ ー ゲ ッ ト ト ル ク ２ （ Ｑ Ｔ Ｍ Ａ Ｐ ２
） が ブ レ ー キ 時 許 容 最 大 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｂ Ｒ Ｋ 以 上 に な っ た 時 に は ブ レ ー キ が 解 除 さ
れ る ま で の 間 、 モ ー タ １ に 対 す る 指 令 ト ル ク を ブ レ ー キ 時 許 容 最 大 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｂ
Ｒ Ｋ に し て い る の で 、 こ の 間 も モ ー タ １ や イ ン バ ー タ ４ な ど が 過 熱 す る の を 防 止 す る
こ と が で き 、 そ の 後 、 ブ レ ー キ が 解 除 さ れ た 時 に ト ル ク が 解 除 さ れ る の で 、 車 両 は ス
ム ー ズ に 坂 道 発 進 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
さ ら に 、 モ ー タ １ に 対 す る 指 令 ト ル ク を ブ レ ー キ 時 許 容 最 大 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｂ Ｒ Ｋ に

し て い る 期 間 が 所 定 時 間 （ ス ト ー ル ト ル ク Ｈ ｉ 経 過 時 間 ＃ Ｃ Ｔ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｂ Ｒ Ｋ Ｈ ） を
越 え た 時 に は 、 モ ー タ に 対 す る 指 令 ト ル ク を 一 旦 、 最 大 勾 配 ホ ー ル ド 可 能 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ
Ｔ Ｌ Ｌ に 戻 す よ う に し て い る の で 、 ブ レ ー キ 時 許 容 最 大 ト ル ク 値 ＃ Ｑ Ｓ Ｔ Ｌ Ｂ Ｒ Ｋ で の 長
時 間 に 亘 る モ ー タ 駆 動 に 起 因 し て 、 モ ー タ １ や イ ン バ ー タ ４ な ど が 過 熱 す る の を 確 実 に 防
止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 す る よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 に よ れ ば 、 坂 道 発 進 時 に 、 モ ー タ や こ れ を
駆 動 す る パ ワ ー ド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト が 過 熱 す る の を 防 止 す る こ と が 可 能 に な り 、 パ ワ ー ド ラ
イ ブ ユ ニ ッ ト を 小 型 化 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 が 奏 さ れ る 。
請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 に よ れ ば 、 ス ト ー ル 状 態 か 否 か の 判 別 が 確 実 に で き 、 ス ト ー ル 状
態 の 時 だ け に 限 定 し て ト ル ク を 実 行 す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 が あ る 。
請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 に よ れ ば 、 モ ー タ や こ れ を 駆 動 す る パ ワ ー ド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト が 過
熱 す る の を 防 止 し つ つ 、 ス ム ー ズ に 坂 道 発 進 を 行 う こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 が 奏 さ
れ る 。
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